
明治薬科大学では、フレッシ

ュアドバイザー制度を設け、入

学から２年間、教員が勉強以外

の生活面も支援し、クラブ活動

への積極的な参加も促している。

そのためか、ほとんどの学生は

何らかのクラブに加入している。

それだけに毎年、新入生部員

の獲得は激しい競争になる。空

手部では今春、多くの女子部員

が卒業したことから「女性部員

獲得に知恵を絞った」（諏訪部君）

という。キーワードにしたのが

「護身術」。その結果、女子６人

の獲得に成功。総部員は15人と

なり、うち女子が９人と、過半

数を占めている。

しかし、「男子は黙っていても、

入ってくるものと思っていた」

のが誤算だった。男子入部が想定外に少なく、

来年度はまた作戦を練り直すことにしてい

る。

今春、最後の薬学「４年制」学生が卒業し、

部活動にも６年制の波が押し寄せている。ク

ラブを統率する主将は通常、最高学年の部員

の中から選ばれるが、明治薬大では、多くの

クラブが３年次後期で主将を退く。ただ、空

手部は「50年来、４年次後期まで活動を続け

てきた」（石井氏）という。

６年制でその状況が一

変するが、明薬大では通

常の長期実務実習とは違

って、５年生のほぼ１年

間が実習に充てられると

いう特殊事情もあり、諏

訪部くんら幹部間で「４年生で一旦区切りを

つけ、以後はＯＢ等とのパイプ役として活躍

してもらう」という方向で、５～６年生の位

置づけを固めつつある。

練習は、週に３回、夕方５時から７時まで

の２時間。そのほか、月２回程度、土日練習

があり、吉和田哲雄氏（全日本空手道連盟公

認７段）による「師範稽古」が行われる。

創部当初からつながりのある慶應大学医学

部との合同練習も復活させた。今後、定期的

に行っていく予定だ。諏訪部君は「やはり、

他大学の練習は刺激になる」と目を輝かす。

それに、元教授が東京薬科大学の空手部創設

に携わったという関係で、合同練習の話が進

展。他校との交流の輪が拡がりつつある。

練習メニューは、師範やＯＢの監督と相談

して、主将が組み立てる。通常、型と組み手

で構成されるが、１年生が入部したばかりな

ので、練習の中心は「突きや足の運び」など、

空手の基本動作にならざるを得ないという。

年間の活動としては、武道館で開催される

全日本学生空手道連盟の東日本大会（春）、

関東大会（秋）への参加、春夏年２回の合宿

が大きなイベント。また、正式な「初段」検

定も部員の目標だ。

大会での成績は、スポーツ推薦入学もある

強豪校揃いで、残念ながら苦戦中。そこで、

「大学から空手を始める学生も多く、レベル

も近い」と、薬系大リーグの『薬連』に、昨

年、約30年ぶりで復活参戦した。

諏訪部くんは、当面の目標は「薬連で優勝

すること」ときっぱり。先の連盟の試合でた

またま東薬大と戦って、１勝２敗２引き分け

だったことが自信になっている。「あまりに

強い相手だと、何も分からずに終わってしま

うが、東薬大との試合では、通用しないとい

うほどではなかった。問題点も分かったし、

部員も現実的な目標、対策が見えた。今年11

月の薬連の大会では優勝したい」と、力強く

話している。
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明治薬科大学の空手部は、住吉義通理事長が学生時代に創部し

て以来、53年という長い伝統をもつ。道場の壁には卒業した先輩

たちの名札が整然と並び、OB、OGは既に400人ほどに達する。現

在の部員構成は、意外にも女性の比率が高く、９人の女性部員を

抱える。実は、どこよりも真っ先に「女子部」が創設されたとい

う歴史がある。３年生で主将を務める諏訪部孝紀くん、同空手部

出身で４代目部長・顧問の石川一行氏（衛生化学教授）は、さら

なるクラブの活性化と、薬系大学リーグでの優勝を目指している。
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空手夏合宿（下は右から主将
の諏訪部孝紀くん〈３年生〉
と石井一行部長・顧問〈衛生
化学教授〉）
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薬連で優勝目指して


